
2022年度入試状況分析【国公立大】 

1                  

一橋大：前期は微増、後期は大幅増加                   前期：+24人 後期：+208人 

 
主な入試変更点 ２次試験：全学部<前>…国+歴公+数+外 ※歴公：世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ、倫政 

→国+歴+数+外 ※歴：世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
大学全体では、前期は 24 人(101)の微増で、経済以外の全ての学部で増加。後期は 208 人(120)の大幅増加で、志願倍率は

20.7倍と経済のみの募集となった 2018年度以来４年ぶりの 20倍台。 

<前期日程> 

○法(108)は、増加で３年連続増加。志願倍率は４つの学部で最も高倍率の 3.5倍。 

○経済(68)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少。志願者数は 500 人を下回った。志願倍率も 3.6 倍→2.4 倍にダウンし、前

年度４つの学部で最も倍率の高かった学部だったのが一転、最も倍率の低い学部になった。 

○商(125)は、２年連続減少の反動で大幅増加。志願者数は５年ぶりに 850人を上回った。 

○社会(105)は、やや増加。2014年度以降、前年度の反動による増減が継続。 
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